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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月9日(2019.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　サブフレームのダウンリンク（ＤＬ）領域を識別することと、ここにおいて、前記サブ
フレームは、前記ＤＬ領域、アップリンク（ＵＬ）領域、ガード領域、および追加的な領
域を備え、
　前記サブフレームの前記ＵＬ領域を識別することと、ここにおいて、前記ＵＬ領域のリ
ソース上での送信は、前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間のタイミング関係に、少なくと
も部分的に基づき、
　前記タイミング関係に従って、前記ＤＬ領域および前記ＵＬ領域の間、通信することと
　を備え、
　前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、ＵＬ通信およびＤＬ通信
について別々の領域を有するサブフレームに使用される最短時間持続時間を備え、前記Ｄ
Ｌ領域の第１の持続時間および前記ＵＬ領域の第２の持続時間は、前記最短時間持続時間
に少なくとも部分的に基づく、方法。
【請求項２】
　前記サブフレームの前記追加的な領域を識別すること、ここにおいて、前記追加的な領
域は、追加的なＤＬ領域または追加的なＵＬ領域を備える、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記追加的な領域のリソース上での送信は、前記ＤＬ領域または前記ＵＬ領域と前記追
加的な領域との間のタイミング関係に、少なくとも部分的に基づく、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　前記ＤＬ領域の間、ＤＬ制御メッセージを受信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記ＤＬ領域の間、ＤＬデータを受信すること、ここにおいて、前記ＤＬ領域のリソー
スは、前記ＤＬ制御メッセージによってスケジューリングされる、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＬ領域の間、ＵＬ制御メッセージを送信すること、ここにおいて、前記ＵＬ制御
メッセージは、前記ＤＬ領域の間、受信された前記ＤＬデータについての肯定応答（ＡＣ
Ｋ）情報を備える、
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記追加的な領域の間、ＤＬデータを受信すること、ここにおいて、前記追加的な領域
は、前記ＤＬ領域に続き、前記ＵＬ領域に先行し、前記追加的な領域は、前記ＤＬ制御メ
ッセージによってスケジューリングされたリソースを備える追加的なＤＬ領域を備える、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　後続のサブフレームの間、ＵＬ制御メッセージを送信すること、ここにおいて、前記Ｕ
Ｌ制御メッセージは、前記追加的なＤＬ領域の間、受信された前記ＤＬデータについての
肯定応答（ＡＣＫ）情報を備える、
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＬ領域の間、ＵＬデータまたはＵＬ制御メッセージ、あるいは両方を送信するこ
と、ここにおいて、前記ＵＬ領域の前記リソースは、前記ＤＬ制御メッセージによってス
ケジューリングされる、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　サブフレームのダウンリンク（ＤＬ）領域を識別するための手段と、ここにおいて、前
記サブフレームは、前記ＤＬ領域、アップリンク（ＵＬ）領域、ガード領域、および追加
的な領域を備え、
　前記サブフレームの前記ＵＬ領域を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＵＬ領
域のリソース上での送信は、前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間のタイミング関係に、少
なくとも部分的に基づき、
　前記タイミング関係に従って、前記ＤＬ領域および前記ＵＬ領域の間、通信するための
手段と
　を備え、
　前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、ＵＬ通信およびＤＬ通信
について別々の領域を有するサブフレームに使用される最短時間持続時間を備え、前記Ｄ
Ｌ領域の第１の持続時間および前記ＵＬ領域の第２の持続時間は、前記最短時間持続時間
に少なくとも部分的に基づく、装置。
【請求項１１】
　前記サブフレームの前記追加的な領域を識別するための手段、ここにおいて、前記追加
的な領域は、追加的なＤＬ領域または追加的なＵＬ領域を備える、
　をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＤＬ領域の間、ＤＬ制御メッセージを受信するための手段
　をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、前記サブフレームの間、
通信のためにスケジューリングされたユーザ機器（ＵＥ）、または前記サブフレームの間
、通信をスケジューリングするサービングセル、あるいは両方、の性能に少なくとも部分
的に基づく、請求項１０に記載の装置。
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【請求項１４】
　前記サブフレームの前記ガード領域を識別するための手段、ここにおいて、前記ＤＬ領
域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、前記サブフレーム内の前記ガード領域
のロケーションまたは前記ガード領域の持続時間、あるいは両方に少なくとも部分的に基
づく、
　をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至９のうちのいずれかに記載の方法を実装するための命令を備える、コンピ
ュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　[0156]本明細書で説明されるシステム、デバイス、およびコンポーネントは、個々にま
たは集合的に、ハードウェアにおいて適用可能な機能のうちのいくつかまたは全てを行う
ように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いてインプリメントされ得る。代替的に
、機能は、少なくとも１つのＩＣ上で、複数の他の処理ユニット（または、コア）によっ
て行われ得る。他の例において、他のタイプの集積回路（例えば、ストラクチャード／プ
ラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得、それ
らは、当該技術において知られている任意の方式でプログラムされ得る。各ユニットの機
能はまた、全体的にまたは部分的に、メモリにおいて具現化された命令でインプリメント
され得、複数の汎用または特定用途向けのプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　サブフレームのダウンリンク（ＤＬ）領域を識別することと、ここにおいて、前記サブ
フレームは、前記ＤＬ領域、アップリンク（ＵＬ）領域、ガード領域、および追加的な領
域を備え、
　前記サブフレームの前記ＵＬ領域を識別することと、ここにおいて、前記ＵＬ領域のリ
ソース上での送信は、前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間のタイミング関係に、少なくと
も部分的に基づき、
　前記タイミング関係に従って、前記ＤＬ領域および前記ＵＬ領域の間、通信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記サブフレームの前記追加的な領域を識別すること、ここにおいて、前記追加的な領
域は、追加的なＤＬ領域または追加的なＵＬ領域を備え、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記追加的な領域のリソース上での送信は、前記ＤＬ領域または前記ＵＬ領域と前記追
加的な領域との間のタイミング関係に、少なくとも部分的に基づく、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ＤＬ領域の間、ＤＬ制御メッセージを受信すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＤＬ領域の間、ＤＬデータを受信すること、ここにおいて、前記ＤＬ領域のリソー
スは、前記ＤＬ制御メッセージによってスケジューリングされ、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
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［Ｃ６］
　前記ＵＬ領域の間、ＵＬ制御メッセージを送信すること、ここにおいて、前記ＵＬ制御
メッセージは、前記ＤＬ領域の間、受信された前記ＤＬデータについての肯定応答（ＡＣ
Ｋ）情報を備え、
　をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記追加的な領域の間、ＤＬデータを受信すること、ここにおいて、前記追加的な領域
は、前記ＤＬ領域に続き、前記ＵＬ領域に先行し、前記追加的な領域は、前記ＤＬ制御メ
ッセージによってスケジューリングされたリソースを備える追加的なＤＬ領域を備え、　
をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　後続のサブフレームの間、ＵＬ制御メッセージを送信すること、ここにおいて、前記Ｕ
Ｌ制御メッセージは、前記追加的なＤＬ領域の間、受信された前記ＤＬデータについての
肯定応答（ＡＣＫ）情報を備え、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＵＬ領域の間、ＵＬデータまたはＵＬ制御メッセージ、あるいは両方を送信するこ
と、ここにおいて、前記ＵＬ領域の前記リソースは、前記ＤＬ制御メッセージによってス
ケジューリングされ、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記追加的な領域の間、ＵＬデータまたはＵＬ制御メッセージ、あるいは両方を送信す
ること、ここにおいて、前記追加的な領域は、前記ＤＬ領域に続き、前記ＵＬ領域に先行
し、前記追加的な領域は、先行するサブフレームにおける別のＤＬ制御メッセージによっ
てスケジューリングされたリソースを備える追加的なＵＬ領域を備え、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、前記サブフレームの間、
通信のためにスケジューリングされたユーザ機器（ＵＥ）、または前記サブフレームの間
、通信をスケジューリングするサービングセル、あるいは両方、の性能に少なくとも部分
的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、システム情報（ＳＩ）ブ
ロードキャスト、ラジオリソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、またはＤＬ制御メッセー
ジにおけるリソースのグラント、あるいはそれらの任意の組合せを使用して識別される、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、ＵＬ通信およびＤＬ通信
に関して別々の領域を有するサブフレームに使用される最短時間持続時間を備え、前記Ｄ
Ｌ領域の第１の持続時間および前記ＵＬ領域の第２の持続時間は、前記最短時間持続時間
に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記サブフレームの前記ガード領域を識別すること、ここにおいて、前記ＤＬ領域と前
記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、前記サブフレーム内の前記ガード領域のロケ
ーションまたは前記ガード領域の持続時間、あるいは両方に少なくとも部分的に基づき、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記サブフレームの前記ガード領域の前記持続時間は、時分割複信（ＴＤＤ）構成され
たキャリアの特別なサブフレームのガード期間とは異なり、前記ＴＤＤ構成されたキャリ
アは、前記サブフレームおよび前記特別なサブフレームを備える、Ｃ１４に記載の方法。
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［Ｃ１６］
　前記特別なサブフレームの前記ガード期間は、システム内のＵＥのセットにおける各ユ
ーザ機器（ＵＥ）の共通の性能に従って構成され、前記サブフレームの前記ガード領域は
、前記システム内のＵＥの前記セットのサブセットの異なる性能に従って構成される、Ｃ
１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記サブフレームに関する、ＤＬハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）のタイミング
またはＵＬスケジューリングのタイミング、あるいは両方は、後続のサブフレームまたは
先行するサブフレームに関するＤＬ　ＨＡＲＱのタイミングまたはＵＬスケジューリング
のタイミングとは異なる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　サブフレームのダウンリンク（ＤＬ）領域を識別するための手段と、ここにおいて、前
記サブフレームは、前記ＤＬ領域、アップリンク（ＵＬ）領域、ガード領域、および追加
的な領域を備え、
　前記サブフレームの前記ＵＬ領域を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＵＬ領
域のリソース上での送信は、前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間のタイミング関係に、少
なくとも部分的に基づき、
　前記タイミング関係に従って、前記ＤＬ領域および前記ＵＬ領域の間、通信するための
手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１９］
　前記サブフレームの前記追加的な領域を識別するための手段、ここにおいて、前記追加
的な領域は、追加的なＤＬ領域または追加的なＵＬ領域を備え、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ＤＬ領域の間、ＤＬ制御メッセージを受信するための手段
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記ＤＬ領域の間、ＤＬデータを受信するための手段、ここにおいて、前記ＤＬ領域の
リソースは、前記ＤＬ制御メッセージによってスケジューリングされ、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ＵＬ領域の間、ＵＬ制御メッセージを送信するための手段、ここにおいて、前記Ｕ
Ｌ制御メッセージは、前記ＤＬ領域の間、受信された前記ＤＬデータについての肯定応答
（ＡＣＫ）情報を備え、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記追加的な領域の間、ＤＬデータを受信するための手段、ここにおいて、前記追加的
な領域は、前記ＤＬ領域に続き、前記ＵＬ領域に先行し、前記追加的な領域は、前記ＤＬ
制御メッセージによってスケジューリングされたリソースを備える追加的なＤＬ領域を備
え、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２４］
　後続のサブフレームの間、ＵＬ制御メッセージを送信するための手段、ここにおいて、
前記ＵＬ制御メッセージは、前記追加的なＤＬ領域の間、受信された前記ＤＬデータにつ
いての肯定応答（ＡＣＫ）情報を備え、
　をさらに備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記ＵＬ領域の間、ＵＬデータまたはＵＬ制御メッセージ、あるいは両方を送信するた
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めの手段、ここにおいて、前記ＵＬ領域の前記リソースは、前記ＤＬ制御メッセージによ
ってスケジューリングされ、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記追加的な領域の間、ＵＬデータまたはＵＬ制御メッセージ、あるいは両方を送信す
るための手段、ここにおいて、前記追加的な領域は、前記ＤＬ領域に続き、前記ＵＬ領域
に先行し、前記追加的な領域は、先行するサブフレームにおける別のＤＬ制御メッセージ
によってスケジューリングされたリソースを備える追加的なＵＬ領域を備え、
　をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、前記サブフレームの間、
通信のためにスケジューリングされたユーザ機器（ＵＥ）、または前記サブフレームの間
、通信をスケジューリングするサービングセル、あるいは両方、の性能に少なくとも部分
的に基づく、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記サブフレームの前記ガード領域を識別するための手段、ここにおいて、前記ＤＬ領
域と前記ＵＬ領域との間の前記タイミング関係は、前記サブフレーム内の前記ガード領域
のロケーションまたは前記ガード領域の持続時間、あるいは両方に少なくとも部分的に基
づき、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、および、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　サブフレームのダウンリンク（ＤＬ）領域を識別することと、ここにおいて、前記サ
ブフレームは、前記ＤＬ領域、アップリンク（ＵＬ）領域、ガード領域、および追加的な
領域を備え、
　　前記サブフレームの前記ＵＬ領域を識別することと、ここにおいて、前記ＵＬ領域の
リソース上での送信は、前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間のタイミング関係に、少なく
とも部分的に基づき、
　　前記タイミング関係に従って、前記ＤＬ領域および前記ＵＬ領域の間、通信すること
と
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ読取り可能媒体であっ
て、前記コードは、
　サブフレームのダウンリンク（ＤＬ）領域を識別することと、ここにおいて、前記サブ
フレームは、前記ＤＬ領域、アップリンク（ＵＬ）領域、ガード領域、および追加的な領
域を備え、
　前記サブフレームの前記ＵＬ領域を識別することと、ここにおいて、前記ＵＬ領域のリ
ソース上での送信は、前記ＤＬ領域と前記ＵＬ領域との間のタイミング関係に、少なくと
も部分的に基づき、
　前記タイミング関係に従って、前記ＤＬ領域および前記ＵＬ領域の間通信することと
　を行うように実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ読取り可能媒体。
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